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人

物 

荒

川

五

郎 

捕

鯨

船

の

砲

手 

村

田

滝

蔵 

船

長 

高

野

朔

郎 

水

夫

長 

ふ

ゆ 

五

郎

の

娘 

進 

盲

目

な

る

五

郎

の

子 

其

他

水

夫

等

出

づ

。 

 



 

1 

場

所 
北

国

の

海

辺

の

街

。 

 
時

代 

現

今

。 

晩

冬

。

曇

り

た

る

日

の

午

後

。 

日

本

海

に

臨

め

る

港

街

の

尽

頭

は

づ

れ

、
波

止

場

に

近

く

立

て

る

旅

館

の

階

下

の

室

。
船

は

概

ね

露

領

と

交

通

す

る

も

の

な

れ

ば

、

外

国

人

の

出

入

多

く

、

こ

の

室

の

体

裁

も

半

は

洋

風

な

り

。 

下

手

横

に

玄

関

あ

り

、
入

る

と

直

ち

に

階

子

段

あ

り

二

階

へ

通

ず

。
ま

た

階

子

段

の

裏

に

出

入

口

あ

り

て

奥

の

室

へ

通

ず

。
真

白

き

壁

に

帽

子

懸

な

ど

あ

り

。
床 ゆ

か

の

上

に

大

い

な

る

落

葉

松

の

鉢

を

置

く

。
中

央

よ

り

稍

下

手

に

寄

り

て

、

真

白

き

壁

あ

り

て

左

右

に

隔

つ

。

入

口

の

扉

あ

り

。 

上

手

の

一

室

。
正

面

に

大

な

る

窓

二

個

、
硝

子

越

し

に

、
鉛

の

如

く

重

く

沈

み

た

る

海

の

色

見

ゆ

。
室

の

中

央

に

、

他

の

物

と

は

不

調

和

な

る

程

荘

厳

に

見

ゆ

る

、
大

卓

子

一

個

横

は

る

。
青

く

塗

り

て

、
鳥

ま

た

は

獣

を

彫

刻

せ

り

。

粗

造

の

椅

子

五

個

こ

れ

を

囲

む

。
窓

の

傍

に

白

を

布

を

覆

へ

る

寝

台

あ

り

。
上

手

斜

め

に

真

白

き

壁

、
大

な

る

窓

一

個

、

海

に

向

ひ

て

開

く

。 

大

卓

子

よ

り

稍

上

手

に

円

形

の

暖

炉

あ

り

て

、

火

熾 さ

か

ん

に

燃

ゆ

。

そ

の

傍

に

石

炭

の

箱

無

造

作

に

置

か

れ

た

り

。 

壁

に

懸

け

た

る

額

の

数

七

個

。

み

な

海

の

絵

な

り

。 



 

2 

海

鳥

の

悲

鳴

。

浪

の

音

。 

 

（

船

長

村

田

滝

蔵

、
四

十

五

歳

、
赭

顏

に

し

て

黒

き

髭

あ

り

。
茶

色

の

背

広

、
椅

子

に

凭

り

て

新

聞

を

読

み

ゐ

る

。
快

活

な

る

動

作

、
折

々

唄

を

歌

ひ

つ

つ

足

拍

子

を

取

る

が

癖

。
声

太

き

は

海

に

住

む

子

の

習

慣

な

ら

ひ

な

る

べ

し

。 

水

夫

長

高

野

朔

郎

、
二

十

七

歳

、
逞

ま

し

き

骨

格

に

黒

き

背

広

の

服

を

纏

ふ

。
稍

沈

鬱

な

る

顔

付

。
同

じ

く

卓

子

を

繞

り

て

椅

子

に

凭

る

） 

 

水

夫

長 

あ

あ

ま

だ

中

々

暖

か

く

な

り

さ

う

も

無

い

な

あ

。

こ

の

寒

さ

は

実

に

堪 た

ま

ら

ん

。 

船

長 

併

し

今

年

は

ま

だ

好

い

よ

。

去

年

の

冬

と

来

ち

や

あ

酷 ひ

ど

か

つ

た

か

ら

な

あ

。 

水

夫

長 

え

え

、

随

分

北

極

に

近

い

島

で

し

た

か

ら

な

。 

船

長 

あ

の

島

の

雪

は

青

白

く

光

つ

て

ゐ

た

ぜ

。

さ

う

し

て

暴

風

あ

ら

し

の

晩

な

ど

は

、

舷

燈

の

辺

に

鳥

の

死

骸

が

一

面

ぢ

や

。 

水

夫

長 

思

ひ

出

し

て

も

顫

へ

ま

す

よ

。

実

に

寒

か

つ

た

。

鳥

ば

か

り

ぢ

や

無

い

、

人

間

も

死

に

さ

う

で

し

た

。 

船

長 

如

何

ど

う

だ

い

。

も

う

密

猟

は

懲

々

こ

り

ご

り

だ

ら

う

。 

水

夫

長 

な

あ

に

又

遣

り

ま

す

よ

。
（

暖

炉

を

顧

み

る

）

お

や

、

何

時

の

間

に

か

消

え

懸

つ

て

来

た

。 

船

長 

盛

ん

に

燃

や

せ

よ

。

去

年

の

分

ま

で

暖

ま

る

ん

だ

。 
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水

夫

長 

吝

嗇

し
み
つ
た
れ

な

宿

屋

だ

な

あ

。
こ

れ

ば

か

り

の

石

炭

ぢ

や

あ

、
仕

方

が

あ

り

や

あ

し

な

い

。
（

暖

炉

の

な

か

に

石

炭

を

投

げ

込

む

） 

船

長 

（

窓

よ

り

海

の

方

を

眺

む

）
や

あ

、
天

気

が

大

分

だ

い

ぶ

怪

し

く

な

つ

て

来

た

ぞ

。
又

雪

で

も

降

る

ん

だ

ら

う

。 

水

夫

長 
（

同

じ

く

海

を

眺

む

）

燈

台

の

傍

の

信

号

標

に

、

赤

球

が

上

り

ま

し

た

ぜ

。 

船

長 

ど

れ

ど

れ

、

う

む

、

先

刻

さ

つ

き

は

見

え

な

か

つ

た

が

。 

 

（

間

）

今

夜

暴

れ

る

ぞ

。 

 

水

夫

長 

何

だ

か

常
い
つ
も

と

は

違

つ

た

暴

風

の

や

う

に

思

は

れ

ま

す

な

。

あ

の

赤

球

も

厭

な

色

を

し

て

ゐ

や

が

ら

あ

。 

船

長 

何

し

ろ

心

持

の

悪

い

日

だ

。

酒

で

も

飲

ま

う

ぢ

や

な

い

か

。 

水

夫

長 

飲

み

ま

せ

う

。 

 

（

水

夫

長

階

子

段

の

裏

の

口

よ

り

去

る

。

船

長

黙

然

と

し

て

海

を

眺

む

。 

寂

寞

。 

や

や

あ

り

て

水

夫

長

酒

の

壜

乾

豚

は

む

の

皿

な

ど

持

ち

て

出

づ

） 

 

水

夫

長 

船

長

。

何

も

有

り

ま

せ

ん

よ

。

乾

豚

ば

か

り

だ

。 



 

4 

船

長 

何

で

も

好

い

さ

。

酒

さ

へ

あ

り

や

あ

沢

山

だ

。
（

酒

杯

に

酒

を

注

ぐ

）

五

郎

は

ま

だ

寝

と

る

の

か

。 
水

夫

長 

え

え

。

昨

夜

三

時

頃

迄

蠟

燭

を

点

け

て

、

何

か

遭

つ

て

居

ま

し

た

が

、

今

日

は

飯

も

食

は

ず

に

眠

つ

て

ゐ

ま

す

。 

船

長 
何

を

し

て

ゐ

た

ん

だ

い

、

昨

夜

遅

く

ま

で

。 

水

夫

長 

娘

の

許

へ

遣 や

る

手

紙

を

書

い

て

ゐ

た

様

子

で

し

た

よ

。 

船

長 

左

様

か

。

今

に

起

き

て

来

る

だ

ら

う

。
（

二

三

杯

続

け

様

に

酒

を

飲

む

） 

水

夫

長 

（

手

の

酒

杯

も

忘

れ

て

外

を

眺

む

）

何

処

の

港

で

も

厭

な

も

の

だ

が

、

此

処

こ

こ

の

赤

球

の

色

は

実

に

堪

り

ま

せ

ん

な

。

ま

る

で

血

の

や

う

だ

。 

船

長 

そ

れ

は

さ

う

と

、

己

達

の

船

は

彼

処

あ

す

こ

で

好

い

か

な

。 

水

夫

長 

大

丈

夫

。

請

合

ひ

ま

す

よ

。

ど

ん

な

大

暴

風

が

来

た

つ

て

平

気

で

さ

あ

。 

船

長 

併

し

今

夜

は

余

程

猛

烈

に

吹

く

ら

し

い

ぜ

。 

水

夫

長 

五

郎

が

乗

つ

て

ゐ

り

や

安

心

で

す

が

ね

。 

船

長 

五

郎

を

遣 や

る

の

は

可

哀

相

ぢ

や

。
（

間

）

だ

が

よ

く

寝

る

奴

だ

な

あ

。
（

衣

兜

か

く

し

よ

り

大

形

の

銀

時

計

を

出

す

）

最

早

二

時

過

ぎ

と

る

の

に

、

如

何

し

た

の

だ

ら

う

。

身

体

か

ら

だ

で

も

悪

い

の

ぢ

や

な

い

か

ね

。 

水

夫

長 

左

様

さ

う

ぢ

や

無

い

で

せ

う

。

昨

夜

遅

く

ま

で

起

き

て

ゐ

た

の

で

疲

れ

た

の

で

す

よ

。 

船

長 

う

む

、
左

様

だ

ら

う

。
（

大

卓

子

の

端

に

置

き

た

る

一

封

の

手

紙

に

目

を

注

ぐ

）
お

い

、
こ

れ

は

何

時

い

つ

来

た

の

だ

い

。 
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水

夫

長 

何

で

す

。
五

郎

へ

来

た

手

紙

で

す

な

。（

手

紙

を

手

に

取

り

て

見

る

）
何

だ

、
触 さ

は

つ

た

ら

冷

た

か

つ

た

ぜ

。

（

間

）

一

体

何

時

来

た

ん

で

せ

う

な

。 

船

長 

変

だ

な

。

此

処

に

置

い

て

あ

る

の

を

少

し

も

知

ら

な

か

つ

た

。

急

な

用

事

か

も

知

れ

ん

か

ら

五

郎

を

起

し

て

来

る

と

好

い

。 

水

夫

長 

左

様

で

す

な

。 

 

（

水

夫

長

階

子

段

を

昇

り

て

二

階

に

ゆ

く

。 

灰

色

の

鳥

一

羽

、

窓

の

近

く

を

飛

ぶ

） 

 

船

長 

お

や

、
妙

な

鳥

が

飛

ん

で

ゐ

る

ぜ

。
何

て

鳥

だ

ら

う

。
見

た

事

の

無

い

鳥

だ

な

。
（

窓

を

開

き

て

鳥

を

追

ふ

） 

 

中

々

遁

げ

ぬ

わ

い

。 

 

（

鳥

飛

び

去

る

。 

階

上

よ

り

荒

川

五

郎

、

五

十

八

歳

、

大

な

る

骨

組

、

色

褪

せ

た

る

鼠

色

の

背

広

を

着

、

同

じ

色

の

洋

袴

ず

ぼ

ん

を

穿

つ

。

頭

髪

殆

ん

ど

白

く

、

口

髭

銀

の

如

く

に

美

し

。

沈

み

た

る

顔

色

、

海

風

に

晒

さ

れ

て

黒

く

な

り

た

る

上

に

、
稍

蒼

味

を

帯

び

た

り

。
額

の

皴

深

く

、
眼

の

光

鋭

し

、
黙

然

と

し

て

人

を

凝

視

す

る

が

癖

な

り

。
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衣

兜

に

両

手

を

入

れ

て

降

り

来

る

。 

水

夫

長

は

や

や

後

れ

て

出

づ

） 

 

水

夫

長 
（

階

子

段

の

半

に

て

）

今

日

は

一

日

寝

て

ゐ

ま

し

た

な

。 

五

郎 

（

慵
も
の
う

げ

に

頭

を

振

る

）

い

い

え

。

寝

や

し

ま

せ

ん

。

中

々

寝

ら

れ

や

し

ま

せ

ん

。 

 

（

階

下

に

来

る

） 

 

船

長 

如

何

ど

う

し

た

、
五

郎

。
よ

く

眠

る

ぢ

や

な

い

か

。
（

手

紙

を

取

上

げ

て

五

郎

の

前

に

差

出

す

）
こ

ん

な

手

紙

が

来

て

ゐ

る

ぜ

。 

 

（

五

郎

黙

然

と

し

て

手

紙

を

見

る

） 

 

船

長 

何

時

来

た

の

か

、

少

し

も

知

ら

ぬ

間

に

、

此

処

に

置

い

て

あ

つ

た

の

だ

。 

 

（

五

郎

手

紙

を

凝

視

し

て

戦

慄

す

） 

 



 

7 

五

郎 

（

微

か

に

）
私

に

手

紙

で

す

か

。
何

処

か

ら

来

た

の

か

な

。
（

手

紙

を

受

取

り

て

其

儘

衣

兜

の

な

か

に

入

る

）

や

あ

、

酒

が

あ

る

な

。

一

杯

頂

戴

し

よ

う

。

眠

気

ね

む

け

覚 ざ

ま

し

ぢ

や

。
（

椅

子

に

凭

る

） 

 
（

暖

炉

の

火

消

え

ん

と

す

。

水

夫

長

石

炭

を

投

げ

入

る

） 

 

船

長 

如

何

ど

う

し

た

ん

だ

。

酷 ひ

ど

く

疲

れ

て

ゐ

る

や

う

だ

な

。 

五

郎 

（

微

笑

）
い

い

え

。
も

う

す

つ

か

り

疲

労

つ

か

れ

も

取

れ

ま

し

た

。
何

せ

い

、
昨

夜

は

遅

く

ま

で

眠

ら

れ

ま

せ

ん

で

な

。

娘

の

許

へ

手

紙

を

書

い

て

黎

明

よ

あ

け

前

ま

で

起

き

て

ゐ

ま

し

た

。 

船

長 

併

し

折

角

楽

し

み

に

し

て

来

た

の

に

、

家

が

焼

け

て

了

つ

て

ゐ

た

の

で

落

胆

が

つ

か

り

し

た

ら

う

。 

五

郎 

な

あ

に

家

位

何

で

も

あ

り

ま

せ

ん

。

私

は

親

も

無

け

れ

ば

妻

も

無

い

男

だ

か

ら

、

私

に

は

船

が

家

で

、

海

が

妻

ぢ

や

。
（

急

に

悲

し

げ

に

）

な

あ

に

家

位

何

で

も

あ

り

ま

せ

ん

。 

船

長 

そ

れ

も

左

様

だ

な

。 

 

（

此

時

灰

色

の

服

に

半

外

套

を

纏

ひ

た

る

水

夫

一

人

忙

し

げ

に

入

り

来

る

） 

 

水

夫 

船

長

。

如

何

も

彼

処

に

碇

泊

し

て

ゐ

て

は

危

い

さ

う

で

す

。

燈

台

か

ら

注

意

を

し

て

ま

ゐ

り

ま

し

た

。 

船

長 

（

暫

時

考

へ

た

る

後

水

夫

長

に

）

君

一

寸

往

つ

て

呉

れ

ん

か

。

も

う

少

し

奥

へ

入

れ

る

だ

け

だ

。

な

あ
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に

燈

台

の

看

守

の

奴 や

つ

狼

狽

ま

ご

つ

い

て

ゐ

や

が

る

ん

だ

よ

。 
水

夫

長 

よ

ろ

し

い

。

一

寸

往

つ

て

来

ま

せ

う

。 

 
（

水

夫

長

立

上

る

） 

 

五

郎 

君

一

寸

待

つ

て

呉

れ

。

船

へ

行

つ

た

ら

な

、

私

の

机

の

抽

斗

ひ

き

だ

し

か

ら

短

銃

ぴ

す

と

る

を

待

つ

て

来

て

下

さ

ら

ん

か

。 

船

長 

短

銃

を

如

何

ど

う

す

る

ん

だ

。 

五

郎 

あ

ん

ま

り

海

へ

ば

か

り

出

て

を

つ

た

の

で

鏽

び

ま

し

た

か

ら

、

磨

か

せ

や

う

と

思

つ

て

ゐ

る

の

で

す

。

（

水

夫

長

に

）

ぢ

や

あ

頼

む

よ

。 

 

（

水

夫

長

水

夫

と

共

に

去

る

） 

 

五

郎 

（

外

の

方

を

眺

む

）
成

程

、
大

分

怪

し

い

空

模

様

ぢ

や

。
何

だ

か

人

を

圧 お

し

付

け

る

や

う

な

雲

で

す

な

。 

船

長 

実

に

厭

な

雲

の

色

だ

ね

。
そ

れ

に

五

郎

、
あ

の

赤

球

を

見

ろ

。
鉛

色

の

空

か

ら

赤

い

血

が

一

滴

垂

れ

た

や

う

だ

ぜ

。 

五

郎 

左

様

で

す

な

。

何

だ

か

気

味

が

悪

い

。

妙

な

寒

さ

だ

と

思

つ

た

ら

、

何

だ

か

降

つ

て

来

さ

う

で

す

な

。

（

嘲

る

如

く

笑

ふ

）

暴 あ

れ

る

な

ら

い

く

ら

で

も

暴

れ

る

が

好

い

わ

。 
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船

長 

暴

風

の

前

は

心

持

の

悪

い

も

の

だ

ね

。 
五

郎 

な

あ

に

好

い

心

持

で

さ

あ

。
（

寝

台

の

方

へ

ゆ

き

腰

を

懸

け

て

衣

兜

よ

り

手

紙

を

出

す

）
船

長

。
今

夜

久

し

ぶ

り

で

騒

ぎ

ま

せ

う

か

。 

船

長 
中

々

元

気

ぢ

や

ね

え

。 

五

郎 

（

封

を

切

る

）
函

館

ぢ

や

あ

愉

快

で

し

た

な

あ

。
（

眼

を

手

紙

の

文

字

に

走

ら

せ

つ

つ

）
今

夜

又

あ

ん

な

騒

を

や

り

ま

せ

う

よ

。
（

暫

時

沈

黙

）

馬

鹿

な

事

を

書

い

て

ゐ

る

わ

。 

船

長 

何

だ

。 

五

郎 

（

立

上

り

て

椅

子

の

所

へ

来

る

）
何

で

す

か

な

あ

。
ま

あ

云

ひ

ま

す

ま

い

よ

。（

衣

兜

よ

り

時

計

を

出

す

）

二

時

少

し

過

ぎ

か

。 

船

長 

今

日

は

殆

ん

ど

一

日

寝

と

つ

た

ね

。 

五

郎 

ま

だ

眠

つ

て

か

ら

眼

を

覚

ま

す

事

が

出

来

れ

ば

好

い

で

す

。

だ

が

ね

船

長

、

今

日

騒

ぐ

の

は

止

め

ま

せ

う

よ

。
別

段

秘

密

ぢ

や

な

い

。
こ

れ

を

御

覧

な

さ

い

。
（

手

紙

の

一

部

を

示

す

）
午

後

三

時

に

お

迎

ひ

に

上

る

べ

く

候

と

書

い

て

あ

る

で

せ

う

。

私

は

此

手

紙

を

出

し

た

者

に

会

は

な

く

て

は

な

ら

ん

。 

船

長 

で

は

止 よ

さ

う

よ

。 

五

郎 

（

安

か

ら

ぬ

有

様

に

て

彼

方

此

方

に

歩

む

）

午

後

三

時

。

午

後

三

時

。 

 

（

外

に

は

霙

の

音

が

微

か

に

聴

ゆ

） 
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船

長 

寒

い

、

寒

い

。

お

や

、

暖

炉

の

火

も

消

え

懸

つ

て

来

た

。
（

石

炭

を

無

造

作

に

抛

り

込

む

） 

五

郎 

（

猶

歩

み

つ

つ

）

黒

い

帆

を

張

つ

た

船

で

来

る

の

か

。

馬

鹿

な

奴

だ

。 

船

長 
中

々

燃

え

付

き

さ

う

も

無

い

な

。 

五

郎 

午

後

三

時

。

最

早

直

き

ぢ

や

。

午

後

三

時

に

お

迎

ひ

に

上

る

べ

く

候

。
（

猶

彼

方

此

方

に

歩

む

） 

船

長 

う

ん

。

や

つ

と

燃

え

付

い

た

。 

五

郎 

ふ

う

ん

。
矢

張

り

黒

い

帆

の

船

で

来

る

の

か

。
七

日

も

続

け

て

黒

い

帆

を

張

つ

た

船

の

夢

を

見

た

か

ら

、

大

抵

こ

の

位

の

事

だ

ら

う

と

思

つ

て

ゐ

た

。 

船

長 

何

だ

。

何

を

云

つ

て

ゐ

る

の

だ

（

外

の

方

を

見

る

）

お

や

、

霙

が

降

り

出

し

た

ね

。 

五

郎 

（

椅

子

に

戻

る

）

あ

あ

、

到

頭

降

り

出

し

て

来

ま

し

た

な

。 

船

長 

如

何

ど

う

し

た

ん

だ

。

大

分

顔

色

が

悪

く

な

つ

た

ぜ

。 

五

郎 

左

様

で

す

か

な

。
（

頭

を

振

る

）
本

当

の

私

は

あ

な

た

に

は

分

ら

ん

な

。
唯

一

人

こ

の

手

紙

を

送

つ

た

者

が

知

つ

て

居

る

ば

か

り

だ

。 

船

長 

本

当

の

貴

様

だ

と

。
（

間

）

何

だ

か

謎

の

や

う

で

よ

く

分

ら

ん

ね

え

。 

五

郎 

分

ら

ん

で

好

い

の

で

す

。
分

つ

た

ら

あ

な

た

は

驚

く

よ

。
（

声

を

低

く

）
私

は

ね

、
船

長

。
海

の

中

か

ら

生

れ

た

男

な

ん

で

す

よ

。
私

に

は

本

当

の

父

も

母

も

無

い

。
（

海

の

方

を

指

さ

す

）
彼

処

が

私

の

産

屋

う

ぶ

や

ぢ

や

。
（

間

）

さ

う

し

て

彼

処

が

私

の

墓

場

ぢ

や

。

今

迄

幾

度

も

海

へ

帰

ら

う

と

思

つ

た

。 
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船

長 

海

へ

帰

ら

う

と

思

つ

た

の

か

。 
五

郎 

左

様

で

す

。

左

様

で

す

。

今

な

ら

喜

ん

で

帰

り

ま

す

が

、

今

迄

は

少

し

躊

躇

し

た

。
（

戦

慄

す

）

船

長

、

私

は

七

日

続

け

て

夢

を

見

ま

し

た

よ

。

昨

日

の

晩

も

見

ま

し

た

。

一

昨

日

の

晩

も

見

ま

し

た

。

其

前

の

晩

も

、

其

前

の

晩

も

、

丁

度

七

日

続

け

て

同

じ

夢

を

見

ま

し

た

。 

船

長 

ど

ん

な

夢

だ

。 

五

郎 

怖

し

い

夢

で

す

。
実

に

怖

し

い

夢

で

す

。
併

し

此

怖

し

さ

は

あ

な

た

に

は

分

ら

な

い

。（

急

に

高

く

笑

ふ

）

捕

鯨

船

の

砲

手

で

荒

川

五

郎

と

云

へ

ば

、

か

な

り

売

れ

た

名

前

だ

が

、

も

う

老

い

込

ん

で

了

ひ

ま

し

た

よ

。 

船

長 

い

や

。

ま

だ

中

々

壮

ん

だ

よ

。 

五

郎 

も

う

駄

目

で

す

。
昨

日

鏡

に

向

つ

て

、
つ

く

づ

く

自

分

の

顔

を

眺

め

ま

し

た

。
此

皺

の

寄

つ

た

事

は

如

何

ど

う

で

す

。

凝 じ

つ

と

見

て

ゐ

る

と

、

ま

だ

微

か

に

残

つ

て

居

る

額

際

の

傷

痕

か

ら

、

新

た

に

血

が

流

れ

出

す

や

う

な

気

が

し

て

、

竦 ぞ

つ

と

し

て

鏡

を

抛

り

出

し

ま

し

た

。

貴

方

も

覚

え

て

ゐ

ま

せ

う

。

も

う

十

六

七

年

前

に

私

が

決

闘

し

た

事

を

。

あ

の

時

の

傷

で

す

。 

船

長 

う

ん

。
左

様

だ

つ

た

ね

。
よ

く

覚

え

て

ゐ

る

よ

。
相

手

は

何

と

か

云

つ

た

な

、
彼

奴

は

二

三

日

し

て

か

ら

死

ん

で

了

つ

た

つ

け

。 

五

郎 

可

哀

相

な

事

を

し

ま

し

た

よ

。
（

黙

考

す

）

併

し

彼

奴

も

幸

福

だ

。 
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（

五

郎

の

娘

ふ

ゆ

、

二

十

一

歳

。

粗

末

な

る

着

物

、

古

き

肩

掛

を

纏

ふ

。

色

白

く

、

肉

豊

か

な

れ

ど

も

、

額

の

辺

何

と

な

く

悲

し

げ

な

り

。
常

に

稍

俯

向

き

て

面

を

上

げ

ず

。
弟

進

、
十

一

歳

。
年

よ

り

幼

く

見

ゆ

。

鼻

高

く

、

眉

黒

き

子

、

両

眼

盲

ひ

た

り

。

二

人

玄

関

に

来

る

） 

 

娘 

御

免

な

さ

い

ま

し

。 

船

長 

誰

か

来

た

や

う

だ

ぜ

。 

五

郎 

（

起

上

り

て

玄

関

の

方

へ

来

る

）

や

あ

来

た

か

。

さ

あ

入 は

い

れ

。 

 

（

ふ

ゆ

、

進

、

此

方

の

室

に

来

る

） 

 

娘 

も

つ

と

早

く

と

思

つ

て

居

た

の

で

す

が

、

つ

い

遅

く

な

り

ま

し

た

。 

五

郎 

な

あ

に

遅

い

事

は

無

い

わ

。
（

時

計

を

見

る

）

ま

だ

三

時

ま

で

に

は

三

四

十

分

あ

る

。 

進 

（

突

然

）

お

父

様

。

今

日

は

寒

い

ね

え

。 

五

郎 

寒

い

か

。
こ

の

位

の

寒

さ

に

弱

つ

ち

や

駄

目

だ

ぞ

。
（

手

を

取

り

て

暖

炉

に

近

き

椅

子

に

懸

さ

す

）
も

う

直

き

に

暖

か

に

な

る

わ

。 

娘 

（

五

郎

の

顔

を

凝

視

す

）

お

父

様

。

何

だ

か

顔

色

が

お

悪

い

や

う

で

す

ね

え

。 

五

郎 

そ

ん

な

事

は

あ

り

や

あ

せ

ん

。 
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娘 

い

い

え

。

何

時

も

よ

り

蒼

ざ

め

て

、

眼

が

潤

ん

で

お

い

で

で

す

わ

。 
五

郎 

左

様

か

な

。
大

方

寒

さ

の

せ

ゐ

だ

ら

う

。
何

も

心

配

す

る

事

は

無

い

。
（

沈

み

た

る

調

子

）
ふ

ゆ

。
併

し

己

は

今

お

前

の

顔

を

見

て

変

な

心

持

が

し

た

よ

。 

娘 
ど

ん

な

お

心

持

な

ん

で

す

。 

五

郎 

い

や

云

ふ

ま

い

。

口

で

は

云

ふ

事

の

出

来

な

い

怖

し

い

心

持

ぢ

や

。 

娘 

変

だ

わ

ね

え

。

お

父

様

、

本

当

に

あ

な

た

の

お

顔

色

が

お

悪

い

や

う

で

す

よ

。

何

だ

か

顫

へ

て

い

ら

つ

し

や

る

ぢ

や

あ

り

ま

せ

ん

か

。 

五

郎 

（

頭

を

振

る

）
い

や

何

で

も

な

い

。（

間

）
そ

れ

は

さ

う

と

、
お

前

は

よ

く

己

の

手

紙

を

読

ん

だ

ら

う

な

。 

娘 

は

あ

。

よ

く

読

み

ま

し

た

。 

五

郎 

左

様

か

。

書

い

た

事

は

す

つ

か

り

分

つ

た

ら

う

な

。 

娘 

は

あ

。

よ

く

分

り

ま

し

た

。 

五

郎 

進

。

お

前

も

子

供

だ

が

分

つ

た

ら

う

。 

進 

え

え

。

僕

は

よ

く

分

つ

て

ゐ

ま

す

。 

五

郎 

左

様

だ

ら

う

、

左

様

だ

ら

う

。
（

急

に

神

経

的

に

） 

ふ

ゆ

。

お

前

に

は

ま

だ

分

ら

ん

な

。 

娘 

分

つ

て

を

り

ま

す

よ

。

で

す

か

ら

そ

の

お

話

は

。 

船

長 

五

郎

。

久

し

ぶ

り

で

会

つ

た

ん

だ

。

何

か

面

白

い

話

で

も

し

ろ

よ

。 

五

郎 

左

様

で

す

な

。 
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進 

僕

は

帰

り

た

い

。

姉

さ

ん

、

帰

り

ま

せ

う

。 
五

郎 

何

ん

だ

。

何

故

帰

る

の

だ

。 

進 

何

故

で

も

。 

娘 
如

何

し

た

ん

で

す

。 

船

長 

何

ん

だ

。

今

に

面

白

い

事

を

し

て

遊

ぶ

か

ら

、

そ

ん

な

に

帰

り

た

が

ら

な

く

て

も

好

い

ぢ

や

な

い

か

。 

五

郎 

（

悲

し

げ

に

進

を

見

る

）

待

つ

と

れ

。

待

つ

と

れ

。

ま

だ

早

い

。 

進 

だ

つ

て

僕

は

何

だ

か

怖

い

。 

五

郎 

（

愕

然

と

し

て

）

何

だ

怖

い

と

云

ふ

の

か

。

そ

ん

な

事

が

あ

る

も

の

か

。 

娘 

も

つ

と

ゐ

た

つ

て

好

い

で

せ

う

。 

進 

帰

り

た

い

が

な

あ

。 

五

郎 

進

。

そ

れ

に

今

夜

は

暴

風

だ

ぜ

。
（

外

を

眺

む

）

う

ん

、

霙

は

最

早

止

ん

で

了

つ

た

や

う

だ

。 

船

長 

止

ん

だ

か

ね

。

併

し

あ

の

雲

の

模

様

ぢ

や

あ

、

も

う

直

き

暴

風

が

や

つ

て

来

る

ね

。 

娘 

気

味

の

悪

い

空

で

す

こ

と

。

お

や

、

赤

い

球

が

上

つ

て

を

り

ま

す

ね

。 

五

郎 

う

ん

。

暴

風

の

報

知

し

ら

せ

ぢ

や

。 

娘 

で

は

愈

今

夜

暴

風

が

来

る

の

で

す

か

ね

え

。 

船

長 

な

あ

に

。

一

晩

暴

れ

り

や

あ

後

は

好

い

天

気

に

な

り

ま

さ

あ

。 

娘 

併

し

怖

い

わ

ね

え

。 
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五

郎 

（

聞

咎

む

）

何

だ

。

怖

い

。 
進 

（

突

然

）

姉

さ

ん

、

や

つ

ぱ

り

帰

ら

う

よ

。 

娘 

何

故

そ

ん

な

事

を

云

ふ

の

。

今

帰

つ

て

途

中

で

暴

風

に

会

つ

た

ら

大

変

ぢ

や

あ

り

ま

せ

ん

か

。 

進 
好

い

か

ら

帰

ら

う

よ

。 

五

郎 

進

。

お

前

は

己

が

怖

い

の

だ

ら

う

。

こ

の

お

父

様

が

怖

い

の

だ

ら

う

。 

進 

（

答

へ

ず

し

て

姉

に

）

帰

ら

う

よ

。 

五

郎 

（

苦

し

げ

な

る

顔

付

）

如

何

だ

。

左

線

だ

ら

う

。

お

父

様

が

怖

い

の

だ

ら

う

。 

娘 

お

父

様

。

今

日

は

如

何

な

す

つ

た

ん

で

す

。

そ

ん

な

に

お

つ

し

や

る

と

進

が

泣

き

ま

す

よ

。 

進 

早

く

帰

ら

う

よ

。

姉

さ

ん

。 

娘 

如

何

し

て

そ

ん

な

に

帰

り

た

が

る

の

。

も

う

一

時

間

待

つ

て

い

ら

つ

し

や

い

ね

。 

進 

き

つ

と

一

時

間

経

つ

た

ら

帰

る

ね

。 

娘 

え

え

。

き

つ

と

帰

る

わ

。 

船

長 

大

変

帰

り

た

が

つ

て

ゐ

る

な

。

如

何

し

た

ん

だ

い

。 

五

郎 

（

投

げ

る

が

如

く

）

如

何

し

た

ん

で

す

か

。 

 

（

遠

く

海

上

よ

り

汽

笛

の

響

聴

え

来

る

） 
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五

郎 

今

頃

船

が

入

つ

て

来

た

の

か

な

。 
船

長 

空

模

様

が

怪

し

い

の

で

、
遁

げ

込

ん

で

来

た

の

だ

ら

う

。
（

窓

よ

り

海

の

方

を

眺

む

）
己

た

ち

の

船

も

奥

の

方

へ

入

れ

た

ら

う

な

。 

五

郎 
此

処

か

ら

見

え

ま

す

か

。 

船

長 

い

や

。

見

え

ん

、

見

え

ん

。

二

階

か

ら

は

見

え

る

だ

ら

う

。 

五

郎 

見

え

ま

す

。

燈

台

が

丁

度

真

正

面

ぢ

や

。 

船

長 

左

様

か

。

そ

れ

で

は

一

寸

見

て

来

よ

う

。 

 

（

船

長

階

子

段

を

昇

り

て

二

階

に

ゆ

く

。 

汽

笛

の

響

二

度

幽

か

に

聴

え

来

る

。

暫

時

沈

黙

。

浪

の

音

。

海

鳥

の

悲

鳴

） 

 

五

郎 

ふ

ゆ

。

お

前

は

俺

の

手

紙

に

書

い

て

あ

つ

た

事

が

よ

く

分

つ

て

ゐ

る

と

云

う

た

な

。 

娘 

分

つ

て

を

り

ま

す

よ

。

此

処

に

お

手

紙

を

持

つ

て

を

り

ま

す

。
（

帯

の

間

よ

り

手

紙

を

出

す

） 

五

郎 

よ

し

。
一

寸

お

見

せ

。
（

手

紙

を

受

取

り

厳

か

な

る

顔

付

に

て

読

む

）
黒

き

帆

の

船

が

見

え

る

筈

な

れ

ば

其

船

に

乗

り

て

二

度

ふ

た

た

び

海

に

帰

る

べ

く

候

。
（

娘

に

）

此

文

句

が

分

つ

た

か

。 

娘 

今

迄

の

船

を

お

止

め

に

な

つ

て

、

別

の

船

に

お

乗

り

に

な

る

の

で

せ

う

。 

五

郎 

（

二

度

読

む

）

こ

れ

或

は

永

久

の

離

別

な

る

や

も

知

れ

ず

候

。

此

文

句

も

分

る

ま

い

。 
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娘 

分

つ

て

を

り

ま

す

よ

。 
五

郎 

分

る

も

の

か

。
（

二

度

）

分

る

も

の

か

。 

娘 

お

父

様

。

今

日

は

如

何

な

す

つ

た

の

で

す

。 

五

郎 
如

何

も

し

や

せ

ん

よ

。

怖

ろ

し

き

夢

に

候

。

実

に

怖

ろ

し

き

夢

に

候

。

併

も

七

日

の

間

続

け

て

見

申

し

候

。

こ

れ

も

お

前

に

は

分

る

ま

い

。 

娘 

お

父

様

。

も

う

。 

五

郎 

（

猶

手

紙

を

読

み

続

く

）

書

き

終

り

し

時

、

蝋

燭

は

流

れ

尽

し

て

、

何

と

な

く

悲

し

く

思

は

れ

候

。

ふ

ゆ

、

分

る

か

。 

娘 

分

つ

て

を

り

ま

す

よ

。 

五

郎 

嘘

を

云

ふ

な

。
此

恐

怖

お

そ

れ

と

苦

痛

く

る

し

み

と

は

己

の

外

は

誰

に

も

分

ら

ん

の

ぢ

や

。
（

間

）
え

え

。
こ

ん

な

手

紙

は

焼

い

て

了

へ

。
（

手

紙

を

暖

炉

の

な

か

に

投

げ

入

る

） 

進 

お

父

様

、

如

何

し

た

ん

で

す

。 

五

郎 

黙

つ

と

れ

。

姉

さ

ん

に

分

ら

ん

事

が

お

前

に

分

る

か

。 

進 

何

で

す

。

姉

さ

ん

が

泣

い

て

ゐ

る

ぢ

や

あ

り

ま

せ

ん

か

。 

五

郎 

棄 ほ

つ

と

け

、
棄 ほ

つ

と

け

。（

不

安

の

様

に

て

椅

子

を

離

れ

て

彼

方

此

方

に

歩

む

）
午

後

三

時

。
午

後

三

時

。 

進 

お

父

様

、

最

早

三

時

で

す

か

。 

五

郎 

（

驚

愕

）

い

や

、

ま

だ

ぢ

や

。

併

し

も

う

直

き

だ

よ

。 
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進 

（

急

に

思

ひ

出

し

た

る

如

く

）

姉

さ

ん

帰

ら

う

。 
娘 

ま

だ

一

時

間

経

ち

や

し

ま

せ

ん

よ

。

も

う

少

し

お

待

ち

よ

。 

五

郎 

待

つ

て

居

ろ

。

進

。 

進 
僕

は

何

だ

か

怖

い

ん

で

す

。

誰

だ

か

冷

た

い

手

が

触 さ

ば

る

や

う

で

す

も

の

。 

五

郎 

（

立

留

る

）

進

。

何

だ

。 

進 

頸

の

所

へ

冷

た

い

手

が

触

る

ん

で

す

。 

五

郎 

冷

た

い

手

が

。 

進 

窓

が

開 あ

い

て

ゐ

や

し

な

い

の

で

す

か

。 

娘 

開

い

て

ゐ

や

し

ま

せ

ん

が

ね

。 

五

郎 

（

冷

か

に

）

何

処

か

戸

の

隙

間

か

ら

風

が

来

る

の

だ

ら

う

。 

進 

左

様

か

な

あ

。 

五

郎 

左

様

だ

よ

、
き

つ

と

。
（

わ

ざ

と

高

く

笑

ふ

）
進

。
何

だ

か

つ

ま

ら

な

さ

う

だ

な

。
お

父

様

が

面

白

い

話

を

聞

か

せ

や

う

か

。

御

伽

噺

ぢ

や

。
（

進

の

傍

の

椅

子

に

腰

を

下

す

） 

進 

ど

ん

な

話

。

面

白

い

ん

で

す

か

。 

五

郎 

う

ん

。

面

白

い

話

だ

。

往

昔

む

か

し

北

の

海

の

遠

く

の

方

に

死

の

島

と

い

ふ

島

が

あ

つ

た

の

ぢ

や

。 

進 

今

は

無

い

の

。 

五

郎 

黙

つ

て

聞

く

ん

だ

。

其

死

の

島

と

云

ふ

所

に

は

、

夜

ば

か

り

で

昼

が

無

い

。

冬

ば

か

り

で

春

も

夏

も

秋
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も

無

い

。

唯

青

い

色

の

島

が

、

星

の

薄

明

り

で

ぼ

ん

や

り

見

え

る

。

蝙

蝠

見

た

や

う

な

鳥

と

栗

鼠

り

す

見

た

や

う

な

獣

が

栖

ん

で

ゐ

る

ば

か

り

で

、
外

に

は

何

の

鳥

も

獣

も

栖

ん

で

ゐ

な

い

。
影

の

や

う

な

人

間

が

、

多

く

の

洞

穴

ほ

ら

あ

な

に

栖

ん

で

ゐ

る

が

、
い

つ

も

黙

つ

て

ゐ

て

口

を

き

か

ぬ

。
そ

れ

は

そ

れ

は

怖

し

い

所

ぢ

や

。 

進 
そ

ん

な

所

本

当

に

あ

る

か

な

あ

。 

五

郎 

う

ん

、
本

当

に

あ

る

ん

だ

。
さ

う

し

て

此

島

に

は

風

が

無

く

雨

も

無

い

。
い

つ

も

夜

な

の

で

暗

黒

く

ら

や

み

だ

け

れ

ど

、
星

の

光

で

如

何

や

ら

薄

明

り

が

差

し

て

ゐ

る

。
又

こ

の

島

の

近

く

の

海

の

色

は

ま

る

で

鉛

ぢ

や

。

重

く

沈

ん

で

流

れ

な

い

か

ら

潮

の

音

な

ん

ぞ

は

少

し

も

無

い

。
こ

の

島

の

寒

さ

と

云

つ

た

ら

、
鉄

で

も

裂

け

て

了

ふ

や

う

な

有

様

ぢ

や

。
（

娘

に

）

お

前

も

聞

い

て

ゐ

ろ

。

進

に

ば

か

り

聞

か

す

の

ぢ

や

あ

無

い

の

だ

。 

娘 

は

あ

。

聞

い

て

ゐ

ま

す

よ

。 

五

郎 

（

稍

戦

慄

し

つ

つ

）
怖

し

い

、
怖

し

い

、
極

め

て

怖

し

い

所

ぢ

や

。
其

島

に

も

王

様

が

あ

つ

て

矢

張

り

洞

穴

の

宮

殿

に

住

ま

つ

て

ゐ

る

。
時

々

唯

一

人

洞

穴

を

出

て

浜

辺

の

方

へ

歩

い

て

ゆ

く

。
時

に

は

き

つ

と

遠

く

の

違

く

の

海

の

果

か

ら

、
不

意

に

湧

出

し

た

や

う

に

、
黒

い

帆

が

現

は

れ

て

次

第

に

死

の

島

に

近

寄

つ

て

来

る

。
王

様

は

微

笑

し

て

そ

の

船

を

待

つ

て

ゐ

る

。
さ

う

し

て

船

が

島

に

着

く

と

、
影

の

や

う

な

人

間

が

群

が

つ

て

下

り

て

来

る

。
黒

い

帆

の

船

は

又

何

処

か

へ

出

て

ゆ

く

。
王

様

は

後

を

も

顧

み

ず

、
洞

穴

の

宮

殿

に

帰

つ

て

ゆ

く

。
影

の

や

う

な

人

間

は

何

処

へ

か

散

つ

て

了

ふ

。
す

べ

て

無

言

ぢ

や

。

す

べ

て

寂

寞

ぢ

や

。

こ

ん

な

事

が

一

日

に

幾

度

と

な

く

繰

返

さ

れ

る

。 



 

20 

進 

厭

な

所

だ

な

あ

。

お

父

様

行

つ

た

事

が

あ

る

の

。 
五

郎 

己

は

行

つ

た

事

は

無

い

。

併

し

も

う

直

き

に

行

く

だ

ら

う

。 

進 

そ

ん

な

所

行

か

な

い

方

が

好

い

や

。 

五

郎 
左

様

か

な

。
（

間

）
或

日

の

事

だ

つ

た

が

、
此

黒

い

帆

の

船

が

入

つ

て

来

た

時

、
下

り

て

来

た

一

人

が

小

さ

な

紙

片

を

王

様

に

渡

し

た

。

王

様

が

開

い

て

見

る

と

、

此

島

に

三

滴

の

血

汐

が

落

ち

て

ゐ

る

か

ら

、

其

落

ち

て

ゐ

る

所

を

知

つ

て

ゐ

る

者

に

位

を

譲

れ

と

書

い

て

あ

る

。

王

様

は

暫

く

考

へ

た

後

、

黙

つ

て

洞

穴

に

帰

つ

て

ゆ

く

。 

進 

何

だ

か

よ

く

分

ら

な

い

。 

五

郎 

黙

つ

て

聞

い

て

ゐ

ろ

。

二

三

日

経 た

つ

と

黒

い

帆

の

船

が

一

人

の

勇

士

を

乗

せ

て

来

た

。

鉄

の

兜

を

冠

つ

て

、

鉄

の

甲
よ
ろ
ひ

を

着

て

、

岩

見

た

や

う

な

大

男

ぢ

や

。

船

か

ら

下

り

る

と

突

然

高

く

笑

つ

た

。

絶

壁

に
そ

の

響

が

谺

し

て

、

星

の

光

が

真

青

に

な

つ

た

。

怖

ら

く

此

島

に

声

を

発

す

る

者

が

来

た

の

は

、

此

男

が

初

め

だ

ら

う

。

王

様

は

驚

い

た

。

死

の

島

の

人

は

皆

驚

い

た

。 

進 

何

で

す

、

其

男

は

。 

五

郎 

何

だ

か

な

、
己

に

も

分

ら

ん

。
さ

う

し

て

其

男

は

王

様

に

向

つ

て

云

つ

た

。
お

い

、
己

は

運

命

の

国

か

ら

遣

つ

て

来

た

の

だ

。

此

間

の

手

紙

に

書

い

た

や

う

に

、

三

滴

の

血

汐

の

あ

る

所

を

知

つ

て

ゐ

る

者

に

位

を

譲

る

だ

ら

う

な

。

併

し

王

様

は

頭

を

振

つ

た

。

其

男

は

ま

た

高

く

笑

つ

て

、

そ

ん

な

事

を

云

つ

た

つ

て

駄

目

だ

。

己

は

よ

く

知

つ

て

ゐ

る

と

云

つ

て

先

に

立

つ

て

歩

き

出

し

た

。

王

様

は

後

か

ら

附 つ

い

て

ゆ
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く

。 
進 

え

ら

い

男

だ

な

。 

五

郎 

谷

を

越

え

る

と

泉

が

あ

つ

た

。
泉

の

傍

へ

来

る

と

其

男

は

立

留

つ

て

、
此

処

に

一

滴

あ

る

と

云

つ

て

王

様

を

顧

み

る

。
荆

棘

ば

ら

の

や

う

な

木

に

、
唯

一

輪

白

い

花

が

咲

い

て

ゐ

る

。
其

花

片

は

な

び

ら

に

血

が

一

滴

赤

く

見

え

る

。
王

様

は

う

な

づ

い

た

。
又

男

は

歩

き

出

し

た

が

、
山

を

越

え

る

と

瀑

が

あ

つ

た

。
其

傍

で

立

留

つ

て

、
此

処

に

一

滴

あ

る

と

指

さ

し

た

。
白

い

陶

器

す

ゑ

も

の

の

破

片

か

け

が

散

つ

て

ゐ

る

。
其

上

に

血

が

一

滴

赤

く

見

え

る

。
男

は

王

様

に

関 か

ま

は

ず

に

歩

い

て

ゆ

く

。
海

に

臨

ん

だ

断

崖

の

上

に

出

た

。
北

海

の

風

は

実

に

寒

い

。
青

い

石

が

転 こ

ろ

が

つ

て

ゐ

る

。
其

傍

で

男

は

王

様

の

来

る

の

を

待

つ

た

。
さ

う

し

て

喘

ぎ

な

が

ら

来

る

王

を

冷

や

か

に

眺

め

て

、
此

処

に

一

滴

と

云

ふ

。
指

さ

し

た

石

の

上

に

一

点

血

の

赤

い

色

が

見

え

る

。 

娘 

何

だ

か

気

味

の

悪

い

お

話

で

す

ね

え

。 

五

郎 

そ

れ

か

ら

王

様

は

位

を

こ

の

男

に

譲

つ

た

。
こ

の

男

は

喜

ん

で

、
そ

れ

で

は

運

命

の

国

へ

帰

つ

て

、
堂

々

と

や

つ

て

来

る

と

云

つ

て

、
死

の

島

を

去

つ

た

。
去

り

際

に

ま

た

勢

よ

く

高

く

笑

つ

た

。
さ

う

し

て

悠

然

と

黒

い

帆

の

船

に

乗

り

込

ん

だ

、
併

し

其

男

は

二

三

日

し

て

か

ら

来

る

こ

と

は

来

た

が

、
今

度

は

既

に

影

の

や

う

な

人

間

だ

つ

た

。
黙

つ

て

船

か

ら

下

り

て

、
何

処

か

へ

行

つ

て

了

つ

た

さ

う

だ

。
白

髪

の

王

様

は

矢

張

り

元

の

通

り

黙

つ

て

黒

い

帆

の

船

を

迎

へ

、
黙

つ

て

黒

い

帆

の

船

を

送

つ

て

ゐ

る

。
千

年

も

万

年

も

王

様

の

す

る

事

は

変

ら

な

い

。

黒

い

帆

の

船

は

絶

え

ず

影

の

や

う

な

人

間

を

運

ん

で

ゐ

る

。
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（

間

）

こ

れ

で

己

の

話

は

終
し
ま
ひ

ぢ

や

。 
進 

何

だ

か

よ

く

分

ら

な

い

や

。 

五

郎 

何

だ

。

分

ら

ん

か

。
（

娘

に

）

お

い

、

ふ

ゆ

。

お

前

に

は

分

つ

た

ら

う

。 

娘 
は

あ

。 

五

郎 

（

悲

し

げ

に

）
こ

ん

な

夢

を

毎

晩

見

る

の

ぢ

や

。
毎

晩

毎

晩

魘 う

な

さ

れ

て

、
其

苦

痛

く

る

し

み

は

口

で

は

云

は

れ

ん

。 

娘 

其

故

で

す

か

大

変

お

痩

せ

に

な

り

ま

し

た

ね

。

も

う

そ

ん

な

厭

な

事

を

考

へ

る

の

は

お

止

め

な

さ

い

ま

し

な

。 

五

郎 

考

へ

ま

い

と

し

て

も

考

へ

る

の

だ

か

ら

仕

方

が

無

い

わ

。 

娘 

如

何

し

て

で

せ

う

ね

え

。 

五

郎 

（

苦

し

げ

に

）

如

何

し

て

か

な

あ

。 

進 

（

突

然

首

を

上

ぐ

）

お

父

様

、

海

つ

て

ど

ん

な

も

の

。 

五

郎 

海

か

。
海

は

広

い

真

青

ま

つ

さ

お

な

も

の

ぢ

や

。
そ

ら

、
お

前

に

も

聴

え

る

だ

ら

う

、
直

ぐ

其

処

で

打

つ

て

ゐ

る

浪

の

音

が

。 

進 

え

え

。

聴

え

ま

す

。

あ

れ

が

浪

の

音

だ

と

は

知

つ

て

ゐ

ま

す

よ

。 

五

郎 

さ

う

し

て

海

は

風

の

無

い

時

は

極

め

て

静

か

だ

が

、

暴

風

で

も

吹

く

と

極

め

て

凄

じ

い

有

様

ぢ

や

。 

進 

だ

が

青

つ

て

ど

ん

な

色

。 

五

郎 

空

、

海

、

草

、

木

、

皆

青

い

色

ぢ

や

。
（

前

の

卓

子

を

指

さ

す

）

こ

れ

も

青

い

。 
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進 

何

で

す

。

何

で

す

。 
 

五

郎 

あ

あ

、

お

前

に

は

見

え

ん

な

あ

。 

 
（

沈

黙

。

娘

は

椅

子

に

凭

れ

る

儘

沈

思

す

。

浪

の

音

次

第

に

高

く

な

る

） 

 

進 

お

父

様

、

で

は

太

陽

つ

て

ど

ん

な

も

の

。 

五

郎 

太

陽

は

大

き

な

火

の

塊
か
た
ま
り

ぢ

や

。 

進 

怖

い

も

の

で

す

ね

え

。 

五

郎 

怖

い

が

慕

か

し

い

も

の

だ

な

。 

進 

僕

が

去

年

の

夏

、

姉

さ

ん

と

一

緒

に

海

岸

に

行

っ

た

時

、

如

何

し

て

こ

ん

な

に

温

い

の

と

聞

い

た

ら

、

太

陽

に

照

さ

れ

て

ゐ

る

か

ら

だ

と

教

へ

ら

れ

ま

し

た

。
其

時

太

陽

の

光

が

身

体

に

当

つ

て

ゐ

る

心

持

は
、

何

だ

か

誰

か

に

抱 だ

か

れ

て

ゐ

る

や

う

で

し

た

よ

。 

五

郎 

左

様

だ

ら

う

。

左

様

だ

ら

う

。 

進 

お

父

様

。

だ

が

ま

だ

分

ら

な

い

事

が

沢

山

あ

る

ん

で

す

。 

五

郎 

左

様

か

、

分

ら

ん

事

が

あ

つ

た

ら

、

お

父

様

な

り

姉

さ

ん

な

り

に

聞

け

ば

好

い

ぢ

や

な

い

か

。 

 

（

進

俯

向

き

た

る

儘

嘘

唏

を

始

む

。

娘

は

猶

沈

思

し

て

面

を

挙

げ

ず

） 
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五

郎 

泣

く

な

。

泣

く

な

。

男

が

そ

ん

な

事

ぢ

や

仕

方

が

無

い

ぞ

。
（

娘

に

）

ふ

ゆ

、

如

何

か

し

た

の

か

。 

娘 

い

い

え

。

如

何

も

致

し

ま

せ

ん

。 

進 
（

嘘

唏

を

止

む

）

お

父

様

。

赤

つ

て

如

何

な

色

で

す

か

。 

五

郎 

赤

か

。

赤

は

喜

ば

し

い

色

ぢ

や

。

こ

の

吸

炉

の

火

も

赤

け

れ

ば

、

こ

の

身

体

か

ら

だ

の

中

の

血

も

赤

い

。 

進 

先

刻

さ

つ

き

姉

さ

ん

が

赤

球

が

上

つ

て

居

る

と

云

ひ

ま

し

た

が

、

何

で

す

。 

五

郎 

（

窓

の

外

を

眺

む

）

う

ん

。

赤

球

は

暴

風

の

報

知

し

ら

せ

だ

よ

。 

進 

厭

だ

な

あ

。

ぢ

や

あ

暴

風

が

来

る

ん

で

す

ね

。 

五

郎 

今

夜

は

暴

風

ぢ

や

。
（

海

の

方

を

眺

め

つ

つ

）
併

し

何

も

見

え

な

い

で

お

前

は

幸

福

だ

。
あ

の

赤

球

の

薄

気

味

の

悪

い

事

と

云

つ

た

ら

何

と

も

云

へ

ん

か

ら

ね

え

。 

進 

左

様

で

す

か

。 

 

（

暫

時

沈

黙

） 

 

五

郎 

（

荘

厳

な

る

調

子

）

お

前

は

黒

つ

て

色

を

知

つ

て

ゐ

る

だ

ら

う

な

。 

進 

あ

あ

黒

で

す

か

。

黒

な

ら

よ

く

知

つ

て

居

ま

す

。

誰

よ

り

も

よ

く

知

つ

て

ゐ

る

ん

で

す

。
（

悲

し

げ

に

）

お

父

様

。

僕

の

見

る

事

が

出

来

る

色

は

黒

ば

か

り

な

ん

で

す

。 
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娘 

（

首

を

上

ぐ

）

進

。

も

う

そ

ん

な

事

を

云

つ

て

は

い

け

ま

せ

ん

よ

。 
進 

だ

つ

て

僕

は

何

処

を

向

い

て

も

黒

い

色

ば

か

り

な

ん

で

す

。
（

二

度

嘘

唏

を

始

む

） 

五

郎 

お

や

、

又

泣

い

て

ゐ

る

な

。 

 

（

浪

の

音

。

海

鳥

の

悲

鳴

。

窓

を

打

つ

風

の

音

次

第

に

高

く

な

る

。

五

郎

眼

を

閉

ぢ

て

黙

然

と

椅

子

に

凭

る

） 

 

進 

姉

さ

ん

、

ま

だ

帰

ら

な

い

の

。

も

う

帰

ら

う

よ

。 

娘 

ま

だ

三

時

に

は

な

ら

な

い

で

せ

う

。

三

時

に

な

つ

た

ら

帰

り

ま

せ

う

。 

進 

早

く

三

時

に

な

ら

な

い

か

な

あ

。 

五

郎 

（

驚

愕

）
何

だ

。
も

う

三

時

か

。
（

時

計

を

見

る

）
あ

あ

直

き

に

三

時

ぢ

や

。
午

後

三

時

。
あ

あ

愈

午

後

三

時

ぢ

や

。 

娘 

（

聞

咎

む

）

何

で

す

。 

五

郎 

何

で

も

無

い

。
も

う

直

き

に

午

後

三

時

ぢ

や
（

進

に

）
お

い

、
泣

く

な

、
泣

く

な

。
泣

い

た

つ

て

仕

方

が

無

い

ぞ

。

海

が

見

え

ん

で

も

好

い

ぢ

や

な

い

か

。

空

が

見

え

ん

で

も

好

い

ぢ

や

な

い

か

。

併

し

お

前

も

午

後

三

時

を

待

つ

て

ゐ

る

ん

だ

な

。
（

間

）

帰

れ

。

帰

れ

。

早

く

お

前

の

家

へ

帰

れ

。 

進 

（

面

を

上

ぐ

）

も

う

帰

つ

て

も

好

い

の

で

す

か

。 
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五

郎 

（

烈

し

き

調

子

）

帰

れ

。

帰

れ

。

早

く

帰

つ

た

方

が

お

前

の

幸

福

ぢ

や

。 
進 

さ

あ

姉

さ

ん

、

帰

り

ま

せ

う

。 

五

郎 

（

更

に

烈

し

き

調

子

）
馬

鹿

め

。
何

処

へ

帰

る

ん

だ

。
何

処

へ

行

つ

て

も

目

は

開

か

ん

よ

。
何

処

へ

行

つ

て

も

真

暗

だ

よ

。

さ

あ

帰

れ

。

姉

さ

ん

と

帰

る

ん

ぢ

や

無

い

、

己

と

帰

る

ん

だ

。 

娘 

お

父

様

。 

五

郎 

何

ぢ

ゃ

。 

娘 

如

何

し

て

今

日

は

そ

ん

な

事

ば

か

り

お

つ

し

や

る

ん

で

す

。 

五

郎 

（

娘

の

顔

を

凝

視

す

）

あ

あ

、

お

前

は

目

が

開

い

て

ゐ

る

か

ら

分

ら

ん

。 

進 

（

突

然

怯 お

び

ゆ

る

如

く

）

あ

つ

、

冷

た

い

手

が

又

触

り

ま

す

よ

。 

娘 

誰

も

ゐ

や

し

な

い

が

ね

え

。 

進 

誰

も

ゐ

な

い

の

で

す

か

。

併

し

そ

れ

は

そ

れ

は

冷

た

い

手

な

ん

で

す

よ

。 

 

（

水

夫

長

忙

し

げ

に

入

り

来

る

。

五

郎

知

ら

ず

し

て

黙

然

と

考

へ

て

ゐ

る

） 

 

水

夫

長 

お

や

。

船

長

は

ゐ

ま

せ

ん

ね

。

何

処

へ

往

き

ま

し

た

。 

五

郎 

（

首

を

擡

ぐ

）

あ

あ

船

長

は

二

階

へ

行

つ

た

。

如

何

し

た

、

奥

へ

入

れ

た

か

い

。 

水

夫

長 

入

れ

た

事

は

入

れ

た

が

、

も

う

暴

風

は

大

丈

夫

ら

し

い

。 
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五

郎 

（

外

を

眺

む

）

ま

だ

危

い

や

う

ぢ

や

。

短

銃

は

持

つ

て

来

て

呉

れ

た

か

ね

。 
水

夫

長 

持

つ

て

来

ま

し

た

よ

。 

 
（

水

夫

長

衣

兜

よ

り

短

銃

を

出

し

て

五

郎

に

渡

す

） 

 

水

夫

長 

船

長

は

寝

て

ゐ

る

の

か

な

。

起

し

て

来

よ

う

。 

五

郎 

う

ん

。

己

が

今

二

階

へ

行

く

か

ら

呼

ん

で

来

て

遣

ら

う

。

ふ

ゆ

、

二

階

へ

行

か

う

ぢ

や

な

い

か

。 

 

（

五

郎

は

進

を

抱

き

て

階

子

段

を

上

る

。
ふ

ゆ

後

よ

り

続

き

て

二

階

へ

ゆ

く

。
水

夫

長

椅

子

に

腰

を

懸

け

て

酒

を

飲

む

） 

 

水

夫

長 

（

暖

炉

を

見

る

）

や

、

又

火

が

消

え

懸

つ

て

ゐ

る

。

厄

介

だ

な

。

石

炭

も

無

い

や

。 

 

（

水

夫

長

階

子

段

の

裏

の

口

へ

入

る

。
船

長

眠

気

な

る

眼

を

擦 こ

す

り

つ

つ

二

階

よ

り

下

り

来

る

。
水

夫

長

石

炭

を

持

ち

て

出

づ

） 

 

水

夫

長 

（

笑

ひ

つ

つ

）

大

分

眠

む

さ

う

で

す

な

。 
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船

長 

眠

い

。

眠

い

。

実

に

眠

い

。

船

は

故

障

も

無

か

つ

た

ら

う

な

。 
水

夫

長 

え

え

。

無

事

で

す

。
（

石

炭

を

燃

す

）

こ

の

寒

空

に

火

無

し

ぢ

や

あ

堪

り

ま

せ

ん

な

。 

船

長 

何

だ

。

又

消

え

た

の

か

。 

水

夫

長 
船

長

、

今

日

は

何

だ

か

得

態

え

た

い

の

知

れ

な

い

鳥

が

海

の

上

を

飛

ん

で

ゐ

ま

す

ぜ

。 

船

長 

ふ

う

む

。

ど

ん

な

鳥

だ

い

。 

水

夫

長 

い

や

薄

気

味

の

悪

い

鳥

で

す

よ

。

全

身

灰

色

で

嘴

ば

か

り

真

白

な

ん

で

す

。

ま

あ

信

天

翁

あ

は

う

ど

り

見

た

や

う

な

鳥

で

す

な

。 

船

長 

何

て

鳥

だ

ら

う

。 

水

夫

長 

共

鳴

声

つ

た

ら

あ

り

ま

せ

ん

ぜ

。

私

が

艙

口

か

ら

甲

板

へ

何

の

気

な

し

に

出

て

来

た

ら

、

突

然

頭

の

上

で

鳴

き

や

が

つ

た

ん

で

す

。

驚

い

て

見

上

げ

る

と

、

帆

桁

の

上

に

ず

ら

り

と

十

羽

ば

か

り

並

ん

で

ゐ

る

ぢ

や

あ

り

ま

せ

ん

か

。

癪

に

触

つ

た

か

ら

帆

綱

の

片 き

れ

を
拋

り

付

け

て

や

つ

た

ん

で

す

。

そ

れ

で

も

中

々

遁

げ

な

い

で

、

大

き

な

嘴

を

開

け

て

、

ぎ

や

あ

ぎ

や

あ

鳴

い

て

ゐ

や

が

る

。 

船

長 

（

眉

を

顰

む

）

妙

な

鳥

だ

な

。

そ

れ

か

ら

如

何

し

た

。

逐

払

お

つ

ぱ

ら

つ

た

か

い

。 

水

夫

長 

い

え

。

其

儘

棄 ほ

つ

と

き

ま

し

た

。
（

暖

炉

を

眺

む

）

や

、

又

消

え

初

め

た

。

如

何

し

た

ん

だ

ら

う

な

。 

 

（

浪

の

音

烈

し

く

窓

に

ひ

び

く

。

風

漸

く

吹

き

増

り

ゆ

き

て

、

違

く

戸

の

揺 ゆ

ら

め

く

音

な

ど

聴

ゆ

） 
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水

夫

長 

大

分

烈

し

く

な

つ

て

来

た

な

。
（

思

ひ

出

し

た

る

如

く

）
あ

あ

、
船

長

。
先

刻

九

人

ば

か

り

水

夫

に

上

陸

を

許

し

ま

し

た

ぜ

。 

船

長 

う

ん

。

よ

し

、

よ

し

。 

 

（

此

時

突

然

二

階

に

て

短

銃

の

音

聴

ゆ

。

二

人

一

斉

に

椅

子

よ

り

起

ち

て

顔

を

見

合

は

す

） 

 

船

長 

五

郎

だ

な

。 

 

（

二

度

短

銃

の

音

。

二

人

戸

口

の

方

へ

走

り

ゆ

く

時

、

娘

は

階

子

段

を

転

ぶ

が

如

く

降

り

来

る

。

後

を

追

う

て

五

郎

の

姿

現

は

る

。

短

銃

を

握

る

手

顫

へ

、

顔

蒼

し

。

ふ

ゆ

は

戸

口

に

て

倒

る

） 

 

五

郎 

（

喘

ぎ

つ

つ

）

遁

げ

る

な

、

遁

げ

る

な

。

卑

怯

な

奴

だ

。 

 

（

五

郎

階

子

段

を

降

り

来

る

。

ふ

ゆ

を

撃

た

ん

と

す

） 

 

船

長 

何

だ

、

五

郎

。 
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（

五

郎

船

長

を

見

て

冷

か

に

笑

ふ

。

船

長

進

み

て

短

銃

の

前

に

立

つ

。

水

夫

長

は

ふ

ゆ

を

抱

き

起

し

て

室

内

に

連

れ

ゆ

く

） 

 

五

郎 
あ

な

た

に

は

分

ら

ん

。

留

め

て

は

い

け

ま

せ

ん

。 

船

長 

馬

鹿

を

云

ふ

な

、

気

を

静

め

ろ

。 

 

（

五

郎

の

手

よ

り

短

銃

を

奪

ふ

） 

 

船

長 

（

短

銃

を

衣

兜

に

収

め

つ

つ

）

馬

鹿

な

事

を

す

る

な

。 

 

（

五

郎

慄

へ

な

が

ら

厳

か

に

室

内

に

入

り

来

る

。
浪

の

音

、
風

の

音

烈

し

。
窓

の

硝

子

破

れ

ん

と

す

。
海

鳥

の

悲

鳴

聴

ゆ

） 

 

娘 

お

父

様

、

お

父

様

。 

 

（

五

郎

默

然

と

し

て

答

へ

ず

。

船

長

水

夫

長

無

言

の

儘

立

つ

） 
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娘 

お

父

様

。

何

故

進

を

殺

し

た

ん

で

す

。

何

故

あ

ん

な

酷 ひ

ど

い

事

を

な

す

つ

た

の

で

す

。 

 

（

五

郎

猶

答

へ

ず

。

眼

を

遠

く

海

の

あ

な

た

に

注

ぐ

） 

 

娘 

進

は

何

の

悪

い

事

を

し

ま

し

た

。 

五

郎 

（

強

き

声

に

て

）

可

哀

相

だ

か

ら

殺

し

た

ん

ぢ

や

。 

娘 

可

哀

相

な

ら

殺

さ

な

い

が

好

い

。

あ

ん

な

眼

の

見

え

な

い

子

を

。 

五

郎 

（

更

に

強

き

声

に

て

）
盲

目

め

く

ら

だ

か

ら

殺

し

た

ん

ぢ

や

。
（

船

長

に

）
船

長

、
先

刻

の

話

を

覚

え

て

お

い

で

で

す

か

。 

船

長 

う

む

覚

え

と

る

。 

五

郎 

（

時

計

を

見

る

）

あ

あ

午

後

三

時

は

最

早

瞬

く

間

ぢ

や

。
（

身

を

顫

は

す

）

あ

あ

午

後

三

時

。
（

間

）

船

長

、

海

へ

帰

る

時

は

来

ま

し

た

よ

。

お

迎

ひ

に

上

る

べ

く

候

と

書

い

て

あ

り

ま

し

た

な

。 

船

長 

（

五

郎

に

近

寄

る

）

誰

だ

。

迎

ひ

に

来

る

の

は

誰

だ

。 

五

郎 

誰

で

も

な

い

。

唯

怖

し

い

も

の

で

す

。

愈

海

に

帰

る

の

ぢ

や

。

七

日

も

続

け

て

見

た

夢

の

な

か

に

帰

る

の

ぢ

や

。
（

倒

る

る

如

く

椅

子

に

凭

る

） 

娘 

お

父

様

、

お

父

様

。 

五

郎 

（

海

の

あ

な

た

を

凝

視

す

）

ま

だ

見

え

ん

。

ま

だ

見

え

ん

。 
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（

風

の

音

。

海

鳥

の

悲

鳴

） 

 

船

長 
何

が

見

え

な

い

の

だ

。 

五

郎 

い

や

私

一

人

に

見

え

る

も

の

で

、

あ

な

た

に

は

見

え

ま

せ

ん

。 

娘 

お

父

様

、

進

を

生

か

し

て

下

さ

い

。 

五

郎 

（

娘

の

顔

を

凝

視

す

）

進

は

死

ん

で

ゐ

た

子

な

ん

ぢ

や

。

生

か

す

も

何

も

あ

る

も

の

か

。 

娘 

お

父

様

。 

 

（

海

風

凄

じ

く

屋

を

撼

か

す

。

空

暗

し

） 

 

五

郎 

ま

だ

見

え

ん

。

お

う

。

暗

い

。

暗

い

。

何

だ

か

急

に

暗

く

な

つ

て

来

た

や

う

ぢ

や

。 

船

長 

五

郎

。

あ

の

鳥

を

見

い

。

妙

な

鳥

だ

。 

五

郎 

（

戦

慄

す

）
あ

あ

、
あ

の

鳥

で

す

。
あ

の

島

で

す

。
夢

の

な

か

で

見

た

の

は

あ

の

鳥

で

す

。
色

の

翼

を

持

つ

た

白

い

嘴

の

あ

の

鳥

で

す

。 

 

（

海

鳥

の

悲

鳴

。

浪

の

音

） 
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五

郎 

あ

の

鳥

の

鳴

声

が

聴

え

ま

す

か

。
船

長

。
（

耳

を

傾

く

）
あ

あ

、
あ

の

怖

し

い

声

。
あ

の

声

を

聞

い

て

顫

へ

ず

に

ゐ

ら

れ

ま

す

か

。 

船

長 
怖

し

い

声

だ

な

。 

娘 

お

父

様

。

進

を

。

進

を

。 

五

郎 

（

驚

愕

の

眼

を

見

張

る

）

見

え

る

。

見

え

る

。

真

黒

な

帆

ぢ

や

。

怖

し

い

程

黒

い

帆

ぢ

や

。 

水

夫

長 

何

で

す

。 

五

郎 

何

で

も

な

い

。
私

よ

り

外

の

人

々

は

見

え

ん

の

ぢ

や

。
（

狂

へ

る

如

く

）
お

う

。
走

つ

て

来

る

。
だ

ん

だ

ん

近

く

な

つ

て

来

る

。

遅

い

や

う

ぢ

や

が

早

い

。

見

る

見

る

近

く

な

つ

て

来

る

わ

。 

水

夫

長 

何

で

す

。

何

で

す

。 

五

郎 

君

に

や

分

ら

ん

。
（

間

）

走

る

。

走

る

。

も

う

余

程

近

く

な

っ

て

来

た

。 

娘 

進

を

。

進

を

。

進

を

生

か

し

て

下

さ

い

。 

 

（

烈

風

猛

然

と

し

て

窓

を

打

つ

。

浪

の

音

。

海

鳥

の

悲

鳴

） 

 

五

郎 

や

あ

。
も

う

港

の

口

に

来

た

。
帆

の

数

も

九

つ

ぢ

や

。
九

枚

の

帆

、
九

枚

の

帆

。
夢

の

な

か

で

見

た

の

は

あ

の

船

ぢ

や

。
（

急

に

悲

し

げ

に

）
進

は

黒

い

色

は

誰

よ

り

も

よ

く

知

つ

て

ゐ

る

と

云

つ

た

。
進

は

生

れ
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た

時

か

ら

あ

の

黒

い

帆

を

知

つ

て

ゐ

た

の

ぢ

や

。

併

し

己

は

初

め

て

見

る

の

ぢ

や

。 
船

長 

何

処

に

見

え

る

の

だ

。 

五

郎 

（

猶

海

の

あ

な

た

を

凝

視

す

）

あ

な

た

に

は

見

え

ん

。

併

し

い

づ

れ

見

え

る

時

が

来

る

だ

ら

う

。 

娘 
お

父

様

。

お

父

様

。 

 

（

風

の

音

。

浪

の

音

） 

 

五

郎 

お

う

。

黒

い

帆

が

空

を

半

分

隠

し

た

わ

。

早

い

。

早

い

。

も

う

港

に

入

っ

て

来

た

。 

船

長 

五

郎

。 

五

郎 

（

椅

子

よ

り

起

上

る

）
あ

あ

、
帆

の

唸

る

の

が

聴

え

る

。
船

長

。
あ

な

た

に

は

あ

の

凄

ま

じ

い

響

が

聴

え

ま

せ

ん

か

。 

 

（

風

の

音

烈

し

） 

 

五

郎 

（

顫

へ

つ

つ

）
其

処

ま

で

来

た

。
其

処

ま

で

来

た

。
（

娘

に

）
ふ

ゆ

。
見

ろ

。
見

ろ

。
見

え

な

く

つ

て

も

眼

を

開

け

て

よ

く

見

ろ

。

進

を

殺

し

た

の

は

あ

れ

ぢ

や

。

己

ぢ

や

あ

無

い

の

だ

。 
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（

娘

答

へ

ず

） 

 

五

郎 

あ

あ

、

帆

が

一

杯

風

を

孕

ん

で

ゐ

る

。

如

何

ぢ

や

、

あ

の

壮

ん

な

有

様

を

見

い

。 

 
（

突

然

風

の

音

は

た

と

絶

ゆ

） 

（

大

寂

寞

。

人

み

な

動

か

ず

し

て

死

せ

る

が

如

し

） 

 

五

郎 

あ

つ

。

黒

い

帆

の

船

が

其

処

に

来

た

。

三

時

ぢ

や

、

三

時

ぢ

や

、

午

後

三

時

ぢ

や

。 

 

（

五

郎

二

三

歩

窓

際

の

方

へ

進

み

、

蹌

踉

よ

ろ

め

き

て

倒

る

） 

 

船

長 

五

郎

。
（

五

郎

の

口

に

手

を

当

つ

）
あ

あ

、
も

う

呼

吸

が

無

い

。
（

時

計

を

出

し

て

見

る

）
丁

度

午

後

三

時

ぢ

や

。 

 

（

此

時

表

の

方

よ

り

九

人

の

水

夫

入

り

来

る

。

無

言

の

儘

首

を

垂

れ

て

並

び

立

つ

） 

 

娘 

（

窓

よ

り

外

を

眺

む

）

あ

あ

。

赤

球

が

下

り

ま

し

た

。 
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（

船

長

、
水

夫

長

、
五

郎

の

屍

体

を

青

き

大

卓

子

の

上

に

置

く

。
灰

色

の

鳥

一

羽

悲

鳴

し

つ

つ

窓

の

外

を

飛

ぶ

。

大

寂

寞

） 
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